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日本のものづくりを支える金型には、多くの社会課
題があります。資源の調達から生産、加工、廃棄
までには多くの CO2 が排出されており、サプライチ
ェーン全体で課題と向き合う必要があります。 

複合機メーカー様、CO2 排出量削減コンサルタン
ト、株式会社カナックでの３社定例環境会議を実
施、CO2 削減実績の精度向上や、環境問題
や、各社の取組事例等を共有することで、地域の
発展を目指しています。 

カナックの工場がある静岡県と愛知県は 2020
年、日本の金型生産高 3 位と 1 位です。金型業
界にも表面処理を広く普及することで、地域資源
を大切に、⾧く使うことが可能になる。 
 

金型の Long Life 実現を前提として、お客様の
問題や課題としっかりと寄り添い、対話をする営業
力強化が必要と認識しており、協創価値になり得
る SDGs 宣言を基本に環境営業を推進します。 
 

従来の付加価値（「金型製作コスト削減」「段取
替えコスト削減」「品質向上」）に、「CO2排出量
削減」「資源循環」という新しい付加価値を提案
し、地球と社会に貢献するカナックへと成⾧してい
きます。 

金型だけではい、Cr（クロム）があれば高い汎用
性があります。工場内設備部品の配管、チェー
ン、ホッパー、ドリル等様々な用途にも活躍中で
す! 
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